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　エイズ終結は可能です。ただし、
HIV陽性者やHIVに影響を受けてい
る人たちの人権を尊重し、守り、確
保しなければ実現はしません。誰も
が質の高いHIVサービスを公平に利
用できるようにする必要があるので
す。

　HIV対策は大きく前進していま
す。公衆衛生上の脅威としてのエイ
ズを2030年までに終結に導くことも
不可能ではありません。HIVの予防
と治療は、人権を重視し、尊重する
ことに支えられてきました。そして、
HIV分野のこうした成果が今度は、
健康の権利の実現に向け、より広範
な進歩を促すことになるのです。

　ただし、 現状は、 すべての人の
人権が実現できる状態ではありませ
ん。いまなお大きなギャップがあり、
世界はエイズ終結への道を突き進ん
でいるというわけではないのです。
その影響は公衆衛生全体にも及んで
います。

　2023年の新規HIV感染者数は世
界全体で130万人でした。2025年
までに37万人以下に抑えるという世
界目標の3倍を超えています。パン

デミックを縮小に転じるには、命を救
うためのプログラムを必要とする人
なら誰でも、恐怖や不安を感じるこ
となく利用できるようにしなければな
りません。

　少女たちの教育の機会が奪われ、
ジェンダーに基づく暴力が罪に問わ
れることもなく、その人の立場や愛
する人が誰なのかということが逮捕
の理由となり、どんなコミュニティに
属するのかによっては医療サービス
を受けることさえ危険になる。そうし
た状態が続けば、人びとの命を救う
ことはできません。エイズ流行終結
に不可欠であるHIVサービスを受け
ることもできないのです。人びとを
罰し、差別し、スティグマを強める
法律や政策、慣行が、HIVの予防・
検査・治療・ケアへのアクセスを妨
げています。HIVに影響を受けてい
るコミュニティに対し、重要なサービ
スを提供したり、 改革を提唱したり
する人たちの仕事を妨げている法律
や政策、慣行も同じことです。権利
を尊重し、まもらなければ、こうした
誤りを改めることはできません。人
びとの権利を侵害する刑事法やその
他の法律は早急に撤廃すべきです。
HIVとエイズに影響を受けているす

べての人の権利を守る法律や方策を
定めることも喫緊の課題です。HIV
プログラムが機能するには、利用し
やすいこと（受容）、 利用する人を
認めること（尊重）、気づかうこと（ケ
ア）が不可欠なのです。

　本報告書は何ができるのかを示す
ものです。権利の擁護を通して健康
を守り、HIVサービスの継続に成果
を上げてきたことが世界各地で実証
済みの政策とプログラム事例を紹介
します。HIV運動が行動を通して、
勢いを生み出してきたことを説明し
ています。最新の研究、ケーススタ
ディ、世界のリーダーたちが寄稿し
たエッセイ、そして2030年までに公
衆衛生上の脅威としてのエイズ終結
を目指す軌道に世界が乗るための推
奨事項をまとめています。道案内の
ためのルートマップです。

　HIV対策は岐路に立っています。
正しい道／権利の道（right/rights 
path）を進むことができれば、エイ
ズ終結は可能です。一緒に歩んでい
きましょう。
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序章

　40年以上にわたって続けられてきた世界のHIV対策が、大きな転換点を迎え
ています。2024年7月に国連合同エイズ計画（UNAIDS）がまとめた年次報
告書『The Urgency of Now: AIDS at a Crossroads（今まさに緊急事態：
岐路に立つエイズ）』は、2030年までに公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結
を果たすことは可能であり、その手段があることも示しました（1）。2030年ま
での終結という世界の共通目標に向けて、国連加盟国は2021年6月、総会で
2025年中間目標を設定しました。その折り返し時点を迎え、世界のHIV対策
は、持続可能な開発目標（SDGs）の公約でもある目標の達成に近づこうとして
います。2023年には、新たにHIVに感染した人の数が1980年代後半以降の
どの年よりも少なくなっているのです。命を救うために必要な抗レトロウイルス治
療を受けている人の数は2023年現在、約3100万人に増えました。公衆衛生
上のこの大きな成果により、エイズ関連の死亡者数はピークだった2004年以降
で最も低いレベルにまで減少しています。

　これほどの成果を上げてもなお、2030年までに公衆衛生上の脅威としてのエ
イズ終結に向けた軌道に世界が乗っているわけではありません。2023年には、
930万人［740万～1080万人］のHIV陽性者が依然として抗レトロウイルス治
療を受けられない状態であり、新たにHIVに感染した人も年間で130万人［100
万～170万人］に達しています。新規HIV感染者数の増加が顕著な地域では、
曝露前予防（PrEP）の普及拡大が大きく遅れています。こうした地域は、HIV
の検査と治療に関する95-95-95ターゲットの達成に向けた進捗状況もサハラ
以南のアフリカ地域に後れを取っています。（注1） HIV感染の高いリスクに直面し
ている人たちへの予防サービスの普及率は極めて低い状態にあり、多くの国で
50%に達していません。少なくとも28カ国で新規HIV感染者数が増加していま
す。資金不足の拡大により、これまでに達成された世界のHIV対策の大きな進
歩も危うくなっています。

　この歴史的な岐路に立って、世界はエイズ終結の道を進むのか、それとも防
げるはずの病気や死亡を防げず、果てしないコストが待つ未来に向かうのか、
それは政治の意思にかかっているのです。

世界はいま、
2030年までに公衆衛生上の脅威としての
エイズ終結を果たすための手段を手にしています。

（注1）　HIV陽性者の95%が検査を受けて自らのHIV感染を知り、感染を知った人の95%が抗レトロウイルス治療を受け、
治療を受けている人の95%がウイルス量の抑制状態を維持する。



　公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結を実現するには何が必要なのか。疑い
の余地はありません。HIVパンデミックが初めて認識されてから40年以上が経過
しているのです。この間に様々な状況で積み上げられた研究と幅広い実践的な
体験により、成功の鍵となる要素は特定されています。果敢な政治的リーダーシッ
プの持続、手頃な価格による予防と治療ツールへのアクセスの提供、ジェンダー
平等を含めた人権に関する持続的な働きかけ、コミュニティ主導の対策の広範な
遂行、持続可能で確実な資金調達などです。

　本報告書は、その中から人権の中心的役割について焦点を当てました。HIV
の予防と治療のサービスを利用できるようにし、同時にHIVに対する脆弱性を増
すような構造的決定要因への対処にも大きな関連があります。公衆衛生上の脅
威としてのエイズ終結には、キーポピュレーションの人たちを含め、HIV陽性者
やHIVの影響を受けているすべての人たちの人権を尊重し、保護し、実現しな
ければなりません。人を中心に据え、力をあわせて強固で持続可能なHIV対策
を進めていくには、人権に基づくアプローチが不可欠です。HIVサービスを必要
とする人たちの人権を守れなければ、サービスを届けることはできません。差別
的かつ有害な法律を撤廃し、スティグマや差別、暴力の防止に有効な対応策を
とらなければ、成り立たないのです。

　HIVパンデミックの初期段階から、世界のエイズ対策は、コミュニティによるア
ドボカシー活動の継続と体系的な研究・評価のおかげで、人権を中心に据えて
進められてきました。世界保健機関（WHO）の世界エイズプログラム（GPA）
は発足時から、故ジョナサン・マン博士の指揮のもとで、人権と健康は切り離せ
ないことを強調しています。1989年には当時の国連人権委員会で、HIVと差別
に関する最初の決議が採択され、HIV陽性者に対する差別の問題とその原因に
関する報告書が提出されました（2）。2001年の国連エイズ特別総会で採択さ
れたHIV/エイズに関するコミットメント宣言は「HIV/エイズに対する脆弱性の軽
減には、すべての人の人権と基本的自由の実現が不可欠である」と述べ、地球
規模のHIV対策に関する画期的文書となっています（3）。

　地球規模のHIV対策は、ジェンダーの平等実現に向けた努力を強化、前進さ
せ、HIV陽性者やキーポピュレーションの人たちを含むすべての人の人権の重要
性を世界に示してきました。キーポピュレーションとは、ゲイ男性など男性とセッ
クスをする男性、セックスワーカー、注射薬物使用者、トランスジェンダーの人
たち、刑務所など閉鎖的な環境に置かれた人たちなど、HIV/エイズ対策実現の
鍵を握る人たちです。公衆衛生上の目的を達成するには、人を中心に据えた人
権に基づくアプローチが有効であり、持続可能であることは、地球規模のHIV対
策から得られた経験ではっきりしています。

HIVサービスを必要とする人たちの
人権を守れなければ、
サービスを届けることもできません。



地球規模のHIV対策における
人権の中心的役割

　1996年の国連合同エイズ計画（UNAIDS）設立を多くの人が現在の地球規
模のHIV対策の出発点と考えています。HIVパンデミックには、保健分野を大き
く超えた対応が必要なことを認識した利害関係者が、世界レベル、地域レベル、
そして各国の国内レベルでのHIVとエイズの対策を活性化するため、あえて多
分野にまたがる国連機関共同のプログラムを設立したのです。流行は当時、指
数関数的に増加を続け、数十年にわたる開発の成果を帳消しにする事態をすで
に招いていたのですが、このことに注目する人はまだ限られていました。

　人権原則に基づく国際的なHIV対策を求める動きの先頭に立ったのは、コミュ
ニティや市民社会の組織でした。このため、人びとと人権を世界のHIV対策の
中心に据えることは、UNAIDS設立当初からの明確な原則です。その最初のス
テップの一つとして、UNAIDSは1996年、国連人権高等弁務官事務所とともに

「HIV/エイズと人権に関する国際ガイドライン」の策定に加わっています。健康
と人権に関する国際的な専門家との協議を経て、国際ガイドラインは2002年に
修正され、さらに2006年には統合・強化されています（4）。

　深刻化する健康問題に最もよく対処するにはどうしたらいいのか。多くの国や
関係者がこの点に確信を持てずにいた時期に、国際ガイドラインは、国家の対
応が人権課題の解決との間に整合性を保てるようにするためのロードマップを提
供し、次のように助言しています。「公衆衛生上の利益は人権と対立するもので
はない。そうではなく、人権が保護されれば、新たにHIVに感染する人は減り、
HIV陽性者とその家族が、より良くHIVとエイズに立ち向かえるようになることが
認識されている」（4）。

　人権は、誰でも手ごろな価格でHIV治療が受けられる普遍的アクセスを求める
世界的な動き、HIV陽性者や女性・少女、キーポピュレーションの人たちを標的
とした懲罰的な法律の撤廃に向けた集中的な活動、そして2025年に向けたソー
シャルイネーブラー（社会課題達成要因）の10-10-10ターゲット達成など、地
球規模のHIV対策に道を開き、触発し続けてきました。

HIVサービスへのアクセスを妨げる社会的、法的障壁を取り除き、HIVサー
ビスの利用を促進する環境の整備に向けた10-10-10ターゲット

ソーシャルイネーブラー

サービス利用を拒否ま
たは制限する懲罰的
な法律や政策環境が
ある国を10%未満に
減らす。

スティグマや差別を経
験するHIV陽性者、
キー ポピュレーショ
ンの人たちの割合を
10％未満に減らす。

女 性、 少 女、HIV陽
性者、キーポピュレー
ションの人たちの間
で、ジェンダーの不平
等や暴力を経験する
人の割合を10%未満
に減らす。



　世界のHIV対策が権利の実現に果たした成果は大きかったとはいえ、人権侵
害は依然として各国のHIV対策を妨げており、2030年までに公衆衛生上の脅威
としてのエイズ終結を達成するという目標に向けた進捗状況は大きく遅れていま
す。過去10年間にHIVの非開示・曝露・感染に対する訴追を行わず、同時にセッ
クスワーク、同性間の性関係、少量の薬物所持、トランスジェンダーの人たち、
およびHIVの非開示・曝露・感染を犯罪とみなす法律をいずれも施行していない
と報告している国は、これまでのところ3カ国にとどまっているのです（5）。

　最近の調査データが確認できる42カ国の結果によると、ほぼ半数（47%）の
人がHIV陽性者に対し差別的な態度を示し（6、7）、25カ国の調査では、HIV
陽性者のほぼ4分の1が、過去1年間にHIV関連ではない医療サービスを受けた
際にスティグマを経験したと答えています（8）。医療現場以外でも、HIV感染に
脆弱な立場の人たちは、世界各地で暴力や社会的排除、その他の人権侵害を
経験することが多く、女性や地方に住む人はHIV関連のスティグマを受けやすく
なっています（9）。

　人権に基づくHIV対策は現在、確実に実現しようとすると重大かつ新たな課題
に直面することになります。HIV対策を困難にする懲罰的な法律の撤廃は大きな
成果を上げている一方で、人権侵害はむしろ増えており、それが必要なサービ
ス提供を妨げているのです。多くの国で人権環境が悪化し、地球規模の課題に
対する多国間の取り組みも弱体化していることがしばしばあります（10）。こうし
た傾向が互いに関連しあってHIV予防と治療へのアクセスを損なう恐れがあるの
です。民主主義が後退する状況においては、ジェンダーの平等やキーポピュレー
ションの人たちの人権に関し、敵対的な気分がますます高まることが懸念されて
います（10 ～14）。

　2023年は世界人権宣言75周年でした。この間に世界が制定してきた国際人
権規約と文書は、すべての人の基本的権利、およびHIV陽性者やHIVに影響を
受けている人たちへの権利の促進、保護、実現を保証する義務があることをあ
らゆる国に対し定めています。人権へのバックラッシュが強まる中でも、世界は
人権の成果を重視し、尊重への努力を続けているのです。第68回国連女性の
地位委員会（2024年）は、女性と少女の人権を完全に尊重し実現すること、あ
らゆる形態の暴力と差別をなくすこと、女性のリーダーシップと関与を促進する
こと、HIVを含む女性にとっての健康上の脅威に対処することを各国政府に要請
しました（15）。同じく2024年には、国連人権理事会が「HIVに関する人権の
保護と実現」は「すべての人が到達可能な最高水準の心身の健康を享受する権
利の完全な実現、およびエイズ終結を達成するための不可欠な要素である」こ
とを再確認し、画期的な決議を採択しています（16）。



エルトン・ジョン
ミュージシャン、
エルトン・ジョンAIDS財団創設者

エッセイ

これは
平等と正義を求める
闘いです

　2024年は、HIV対策の注目すべ
き新たな科学的成果が報告された年
です。長期作用型予防薬はHIV新規
感染の終結に向けた真の希望をもた
らし、人類が達成できる最高の成果
を示すことになるでしょう。

　しかし、人類の最善の部分を示す
こうした科学の進歩と同時に、私た
ちは、人類の最悪の部分が露呈し、
非人間化と苦しみを広げ、ある命が
他の命よりも重要だと考える時代を目
撃し、生きてもいます。

　HIV陽性者のうち約930万人が
治療を受けられずにいるのです。
LGBTQ+コミュニティ、 薬物使用
者、 女性、 少女など社会的に弱い
立場の人たちは、その立場のために
健康情報や医療、 支援を平等に受
けることができません。ショックなこ
とですが、世界の新規HIV感染者の
44%は女性と少女で占められていま
す。一方で、ゲイ男性など男性とセッ
クスをする男性がHIVに感染するリス
クは一般人口層より23倍も高いので
す。

　不平等が私たちの未来を脅かして
います。スティグマと差別、恐怖と
無視によって何百万もの人が、命を

救う医療サービスを受けられずにい
ます。公衆衛生上の脅威としてのエ
イズ終結も妨げられています。私個
人としても、そしてエルトン・ジョン
AIDS財団の創設者としても、胸が痛
むことです。

　1992年に財団を設立した当時
は、ゲームチェンジャーとなる医薬品
も、政府による支援もなく、逆に同
性愛者を嫌悪し、エイズを非難する
声があふれていました。しかし、そ
の後の大きな進歩を私たちは目撃し
ています。超党派の米大統領エイズ
救済緊急計画（PEPFAR）や世界エ
イズ・結核・マラリア対策基金（グロー
バルファンド）などを通して、効果的
なHIV検査、 治療、 予防、 曝露後
治療薬、およびそれらの使用を大幅
に拡大するための資金が提供され、
何千万もの人が命を救う治療を受け
られるようになっています。それで
も、なんということでしょうか、HIV
陽性者は援助を受けるに値しない人
たちという考え方が苦痛を伴いながら
も根強く残っているのです。

　恥辱とはどんな感情であり、それ
が何をもたらすか。そのことを私は
分かっています。同性愛が罪とみな
されていた時代に育ったのです。私



は自分の性的指向を隠したことはあり
ません。歌手やソングライターとして
成功していました。それでも、薬物
に依存した理由の一つは、自分が十
分に愛されるに値しないと感じたから
でした。私がゲイであり、依存症で
あるからといって私を軽視することな
く、私を私として見てくれる人がいな
かったら、私は今日まで生きてこられ
なかったでしょう。

　恥辱の意識は苦痛と喪失をもたらし
ます。その人的損失は甚大です。恐
怖や憎悪、疎外によって、自殺やメ
ンタルヘルス、薬物使用、HIV感染
のリスクが増大することも分かってい
ます。恥辱の思いがいかなる代償と
喪失をもたらすのか、いま私たちす
べてが理解しなければなりません。
人と違っていること、無視されること
によって人間性を奪われ、権利を失っ
た何百万もの人びと、つまり科学者
や芸術家や研究者、作家など、あら
ゆる分野でリーダーとなるべき人たち
が、レッテルを貼られ、彼らが提供で
きたはずの才能を制限され、ついに
は破壊されてきました。そのことを考
えると、私たち自身が世界中で、自
分たちの未来を妨げてきたのではな
いかと感じるほどです。

　実際、政治的な定義を都合よく使
えば、「私たち」は数がますます増
え、指導者の多くやその支持者の一
部にとっての「彼ら」になりつつある
のです。世界はいま、民主主義自体
が危機に瀕しているように見えること

がしばしばあります。自由、平等、
互いへの尊重といった民主主義を支
える価値観が組織的に挑戦を受け、
時には無視されているのです。

　私たちは社会の中から「私たち」と
「彼ら」を分断し、「ふさわしくない」
と「ふさわしい」に分けるレッテルを
剥ぎ取らなければなりません。こうし
たレッテルは疾病の拡大を潜在化さ
せ、計り知れない苦しみを引き起こ
し、最終的には、社会が切実に必要
としている貴重な可能性を破壊する
ものです。

　エルトン・ジョンAIDS財団の活動
が社会で頻繁に取り残されがちな人
たちを重視しているのはそのためで
す。 私たちは最も困難な状況にあ
る国や環境の中で活動を続けていま
す。公衆衛生上のエイズ終結には、
あらゆる場所で、誰もが活動へのア
クセスを得ることが不可欠だからで
す。

　もちろん、世界各国の政府が人び
との安全を守るために予防、検査、
ケアのプログラムに投資することも
大切です。差別のない医療システム
を構築し、新たな技術や治療法への
投資で得られる利益をすべての人が
共有できるようにしなければなりませ
ん。公衆衛生上の脅威としてのエイ
ズ終結は、それが実現することでよ
うやく可能になるのです。指導者た
ちはなによりも、スティグマや差別を
助長している法律を撤廃し、社会と

して人にはそれぞれ違いがあること
を非難し、悪者扱いするのではなく、
称賛できる文化を育てていく必要が
あります。

　ウィンザーの私の家には、エイズ
で亡くなった友人たちのための礼拝
堂があります。友人たちの思い出は
私の心に刻まれているのです。そし
て、 南アフリカのタウンシップに住
む若い母親からキーウのゲイ男性ま
で、この40年に出会ったすべての人
たちから私が学んだことがあります。
HIVに感染するのがいわゆる「まとも
な人」ではなく「あの人たち」だと思
われている限り、エイズは克服でき
ないということです。

　エイズ終結に必要なものは「何か」
と問われれば、科学や医学やテクノ
ロジーなのかもしれません。では「ど
うすれば」終結できるのでしょうか、
必要なのは包摂と共感と思いやりで
す。他人を悪者にしたり、スケープゴー
トにしたり、社会を脅したりすること
は、 見せかけのドラマやコスチュー
ムを装い、それ自体が秘密や嘘であ
ふれています。人びとはそれぞれ純
粋に違うことを受け入れ、それぞれ
の人が世の中にユニークな貢献を果
たしていること、愛され救われる価
値があることを認めなければなりませ
ん。現在の世界では困難な挑戦かも
しれませんが、それこそがより豊か
で高貴な究極の成果をもたらすことに
なります。しっかりとそのチャレンジ
に突き進んでいきましょう。

「私たち」と「彼ら」を分け、
「ふさわしくない」と「ふさわしい」との間に貼られた
レッテルを剥ぎ取る必要があります。



命を救うHIVサービスの確保、
それを脅かす人権侵害と闘う

　HIVの予防と治療のサービスを確保することは、HIV陽性者やHIVの影響を受
けている人たちの人権の擁護と密接に関係しています。人権がHIV対策の基盤
として定着し、人権中心の考え方が持続するには、個別に取り組むのではなく力
を結集しなければなりません。

　東部・南部アフリカ地域では、ESAネットワークが、HIV陽性者やHIVの影響
を受けているLGBTQ+の人たちに呼びかけ、健康と福祉、人権の向上に向け
た支援を行っています。

　2022年の第24回国際エイズ会議（ハイブリッド）では、サハラ以南のア
フリカのLGBTQ+リーダーたちが、ゲイ男性の健康と権利に向けて活動する
MPact Global Actionの支援を受け、域内で拡大する反LGBTQ+の感情と
法律への最善の対処について戦略を探りました。モロッコのマラケシュで対面の
会議を行い、ゲイ男性など男性とセックスをする男性にとって、より安全かつ活
気のあるコミュニティとその擁護活動を推進するネットワークを結成すべき時期が
来たと判断したのです。この新たなネットワークは、これまでの経験を生かし、
LGBTQ+の人たちの地域ネットワークを維持することを目指しています。

　LGBT+ Rights Ghanaのアレックス・コフィ・ドンフォー共同創設者兼事務
局長は、新たなネットワークの設立に尽力しています。LGBT+ Rights Ghana
は、同性愛嫌悪と不寛容の急速な拡大がLGBTQ+の人たちにもたらすリスクを
実際に体験しています。LGBTQ+コミュニティに健康情報とサービスを提供する
安全な場所を作ったのですが、そのセンターは敵対的なメディア報道（その多く
は北半球の極右グループに煽られていました）を受け、閉鎖を余儀なくされまし
た。

　「でも、私たちは諦めません」とコフィは語る。「私たちのコミュニティに必要
となる安全な空間を確保するために、多様な方法を模索して改革に取り組んでき
たのです」

　「私たちが直面しているのは、一国に限られた問題ではありません」と彼は言
う。「この地域では、LGBTQ+の人たち、およびLGBTQ+の人たちに対する
共感の表明を標的にした法律が次々に提案されています。私たちのコミュニティ
を守るには、地域ネットワークを構築しなければなりません。たとえ一国でも影響
を与えることができれば、他の国にも波及して効果をあげることができます」

　「LGBTQ+コミュニティは、アフリカ人として私たちが経験してきた数多くの苦
しみのスケープゴートなのです。極めて疲れます。一方で、自国民の利益に配
慮すべき国家機関が、自国の市民に危害を加えている現実もあります。デリケー
トな問題を議論しなければならないのに、極めて浅はかなアプローチしか取れな
いメディアもあります。私たち自身について語るには、コミュニティ内の問題とし
てだけでなく、広く社会に訴えかけることができる「異なる語り口」が必要なの
です。LGBTQ+の人たちをエンパワーすることが、すべての人にどんな利益を
もたらすのか。それを示すことができる方法を見つける必要があります」



　HIV対策を世界全体、および地域レベル、国レベルで、人権と完全に結びつ
けていくことは、正しいだけでなく、公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結にとっ
て不可欠です。HIV対策の進展を妨げる人権侵害の影響に関しては近年、膨
大なエビデンスが示されてきました。依然として人権侵害を続けている国の中に
は、HIVの流行抑制の達成に向けて順調に進んでいるように見える国もあります
が、入手可能なデータからは、明らかなパターンが浮かび上がってきました。そ
の新たなエビデンスによると、人権を促進、保護、尊重する政策の枠組みを持
つ国の方が、HIV陽性者およびHIVの影響を大きく受けている人たちに対し強制
的かつ懲罰的なアプローチをとっている国よりも、著しく優れたHIV対策の成果
を達成する傾向が明らかにされています。とりわけ検査と治療の95-95-95カ
スケードに沿った成果に関しては、人権侵害が著しい悪影響を及ぼしていました。

　この報告書は、世界が公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結を目指すうえで、
人権が果たす重要な役割に焦点を当てています。公衆衛生上の脅威としての
HIV終結という2030年目標の達成を含め、人権保護がHIV対策の進展に果た
す役割、および人権侵害がHIV対策を後退させる役割について最新のエビデン
スを検討することから始めました。次に、HIV対策の文脈の中での人権に関する
現状報告を行い、世界的にみて何が欠けているのかを特定したうえで、対策の
中で人権ギャップを埋めるための機会があることを強調しています。報告書は最
後に、HIVの予防と治療の成果を誰もが持続的に利用できるようにする手段とし
て、人権を強化し対策の中心とするための行動を呼びかけ、そうしなければ、
数え切れないほどの命が失われ、エイズ終結に向けた世界の力も阻害されてしま
うことを認識しつつ、一連の具体的な勧告を行っています。



　囲み記事では、世界的なHIV対策における人道面の主要課題を取り上げ、反
人権・反ジェンダーの動きに抵抗し、HIVの影響を受けるすべての人の人権を推
進するためのコミュニティ主導の取り組みを紹介しています。ゲストエッセイはさ
まざまな地域・分野における世界のリーダーからの寄稿で、公衆衛生上の脅威
としてのエイズ終結を実現するうえで、人権の保護と促進がどうして不可欠なの
か、その理由が説明されています。

　この報告書は幅広い読者を対象としています。人権を保護し、必要に応じて
国民がHIVサービスにアクセスできるようにする義務を一義的に負っている政府
に宛てられたものでもあります。報告書で示した勧告は型破りなものではありま
せん。むしろ、世界エイズ戦略2021-2026（17）およびHIVとエイズに関す
る2021年国連総会政治宣言（18）に沿った国家計画や戦略の中ですでになさ
れている約束の遂行を各国政府に促すものです。

　HIV対策に携わるすべての人に対し、この報告書は教訓を提供しています。
人権は孤立し、HIV対策の個別の要素として理解されるべきものではなく、対策
全体にわたって行動の指針になるものです。すべてのHIV関係者（臨床医、プ
ログラム管理者、サービス提供者、研究者、政策立案者、コミュニティ）は、
人権に基づくアプローチによってHIVサービスを提供し、ジェンダー平等と健康
に対する普遍的な権利を推進し、公平性と包摂性を促すこと、そしてHIVの文
脈における人権侵害をもたらし、人権侵害によって引き起こされる社会的および
構造的要因に対処するための措置を講じなければなりません。



　報告書は、保健・医療の広範な分野に携わるすべての人に語りかけています。
HIV対策から得た教訓は、他の保健・医療分野にも適用でき、健康権に関する
政府の義務にも応用できるからです。

　国際ドナー（資金拠出者）も報告書の大切な読者です。現在の法律や政策、
慣行に異議を唱える市民社会の活動に投資する国政当局はほとんどないことか
ら、政策改革に向けたアドボカシーや人権の活動に必要な資金をしっかりと確保
して、HIVサービスへのアクセスを拡大し、維持していくには、国際的な連帯が
不可欠です。

　持続可能なHIV対策を実現するには、利用しやすく公平で質の高いHIVサービ
スを確保し、HIV陽性者やHIVの影響を受けている人たちの人権を尊重し、保
護し、満たさなければなりません。各国がHIV対策の長期持続可能性に向けたロー
ドマップの策定に取り組む中で、すべての関係者に報告書が強調するキーメッ
セージはこの点にあります。HIVの影響を最も受けているコミュニティが、スティ
グマや差別を恐れることなく生物医学的および行動学的介入策にアクセスし、利
用できるようにする社会的実現要因を整えていく必要があり、そうでなければ成
果の達成を望むことはできないのです。







































CONCLUSION（結論）

　公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結への道を選ぶのか、それともパンデミッ
クの継続を許しHIV流行再拡大のリスクを冒すのか。地球規模のHIV対策の転
換点にあたり、世界はいま、その選択を迫られています。

　本報告書は、人間を中心にした強力で持続可能なHIV対策には人権の重視が
不可欠なことを示しています。人権侵害がHIV対策に深刻な不平等をもたらし、
HIVに対する脆弱性を永続させているのです。それとは対照的に、人権に基づ
いたアプローチが優れたHIV予防と治療サービスの成果をあげ、サービス利用に
おける不平等を減らし、エイズ終結に向けた進歩を加速させていることは、エビ
デンスにより明確に示されています。

　人権の担い手として、各国政府は、HIVの文脈における基本的権利と自由を
保護する約束を果たすべきです。長い目で見れば、それが人びとの苦しみを防
ぎ、健全な発展を促し、財源を大きく節約することにもつながります。HIV対策
のすべてにおいて人権を中心に据える必要があります。HIVの予防と治療のサー
ビス普及を妨げ、サービスの成果を阻む要因に対処するには、さまざまな部門の
協力が必要です。

　国内および国外からのドナーにとっては、到達可能な最高水準の身体的、精
神的健康を享受する権利の実現に向けて、HIV対策における資金ギャップを埋め
ることが不可欠です。人権課題への介入、HIV予防サービス、キーポピュレーショ
ンや弱い立場の人たちへの対応など、優先順位が低いままの状態に置かれてい
る課題に対しては、新たな資金確保と配分に向け、特別な措置が必要です。持
続可能なHIV対策には、人権課題への資金提供を優先しなければなりません。

　公衆衛生上の脅威としてのエイズ終結への道を選択するには、政治的勇気が
必要です。ただし、その勇気が、ひとりひとりの人とコミュニティ、そして社会
全体に長期的な利益をもたらし、すべての人の持続可能な健康と開発というグ
ローバルビジョンの実現に向けた進歩を促すことになるのです。
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